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English Learning Motivations for Seventh Graders
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Abstract: This study aimed to investigate the relationship between cross-cultural 
orientations and self-determination theory.　A total of 125 seventh graders participated in 
this study.　The cross-cultural understanding orientation (CCUO) scale and the cross-
cultural communication orientation (CCCO) scale were constructed, and they had a single 
factorial structure with αreliability coeffi  cients from .84 to .86.　It was evident that less 
than 60％ of the students wanted to communicate with foreigners in English.  The multiple 
correlation analysis indicated that both the CCUO scale and the CCCO scale were 
positively related to both intrinsic motivation and amotivation.　As educational suggestions, 
English teachers ought to take into consideration the fact that more than 40% of them do 
not want to join the communicative activities positively and that lessons of cross-cultural 
understanding may discourage some of them from learning English.　Thus, it may be 
more necessary that English teachers acquaint their students with other values of learning 
English as a communicative tool than today.
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１　問　題

　日本の学校教育で英語を学習する場合，世界語とし
て英語（International English）を学習するべきであ
り（Bailey & Görlach, 1982），中立的な国際英語の学
習を目指すことの重要性が主張されてきた（簗取，
1999；矢野，2008）。しかし，言語と文化とは相互に
包括関係にあるとともに複雑に絡み合っている
（Brown, 2006）。また，コミュニケーションは，社会
的文脈による影響を受けながら，社会的背景のもとで
言語的に相互作用し合っており（Bahk, 1993），社会

言語能力（Hymes, 1972），語用論的知識（Rose & 
Kasper, 2001），経験の意味論的解釈（Kövecses, 2005）
などが関与している。さらに，言語は，その言語が使
用される地域や文化，風土，生活様式などに関わる知
識が含まれている。実際，外国語学習において，例え
ば読解には文化的基盤が必要であり，解釈上の歪みを
生じ得る語彙的知識が関与し（Carrell & Eisterhold, 
1983），文化を知らなければ言葉の含意は理解できな
い（田中・田中，1996）。そのため，外国語学習では，
国際理解や異文化理解は必要不可欠な要素であり，学
習すべき必要な要件の１つとして認識されてきた
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（金田・福田・福田，2001）。
　異文化理解や異文化コミュニケーションは，狭義的
意味と広義的意味の２通りの考え方がある。一つは，
異文化理解や異文化コミュニケーションの狭義的な定
義であり，広く一般的に受け入れられている定義であ
る。この狭義的な定義としては塩澤（2010）らの定義
があり，英語教育における異文化理解を「異文化背景
を持った他者が自分とは価値観，行動表現が異なるこ
とを強く認識し，主に言葉で適切に自分の意思を伝え，
意味の交渉を行う態度や能力を持つ」ことと定義して
いる。また，鍋倉（1997）は，異文化間コミュニケー
ションを「文化背景を異にした人々の間で起こる相互
作用」と定義している。もう一つは，小学校や中学校 ,
高等学校などの教育現場等において広義的な意味とし
て使用されている。この場合，異文化に関わる教材を
使って異文化について考えさせたり理解させたりする
ことを異文化理解とし，また，異文化に関する問題を
授業で討議等を行うことを異文化コミュニケーション
としたりすることが少なくない。
　実際，小学校や中学校，高等学校の外国語（英語）
の授業研究において行われる異文化理解や異文化コ
ミュニケーションに関する授業は，広義的な意味で実
施されることが多い。その一方で，狭義的意味におけ
る異文化理解や異文化コミュニケーションの向上を目
指し，意見交換（三枝，2002），メール（O’Dowd, 
2003），語用論（Rose & Kasper, 2001）など幅広い分
野で数多くの実践的授業や講義，研究などが行われ，
その有効性が論じられてきた（高取，2004；簗取，
1999）。
　異文化理解や異文化コミュニケーションに関する情
意面の研究の１つとして，統合的指向性（integrative 
orientation）に関する研究が行われてきた。この統合
的指向性に関する研究者の先駆者である Gardner & 
Lambert（1959, 1972）は，外国語学習の動機づけを
道具的指向（instrumental orientation）と統合的指向
に分類して理論化を図り，それらの指向性を次のよう
に説明している。道具的指向性とは，外国語学習を主
としてよりよい仕事やより高い給料を得るなどの期待
される実利に関連して行う指向性であり，統合的指向
性とは第二言語集団に対する肯定的な気持ちを持ち，
その社会と交流し，さらにはその社会の大切な成員と
類似した存在になることを希望する指向性である。
Gardner（1985）は，統合的指向性と学習状況への態
度（attitude toward the learning situation）が学習の
動機づけ（motivation）を生み，言語的結果（linguistic 
outcome）へとつながると考えて社会教育モデル
（Socio-Educational Model）を打ち立てている。

　八島（2001）は，この社会的教育モデルを用いて研
究し，異文化友好オリエンテーション，国際的職業・
活動への関心，国際問題への関心，異文化接近・回避
傾向の４尺度が国際指向性として統合されて，英語学
習意欲を導き，その学習意欲が英語力につながること
を共分散構造分析により実証的に明らかにしている。
また，李（2003）は，韓国人日本語学習者を対象とし
た第２言語学習に関する研究の結果，学習の初期段階
では道具的動機づけで学習に取り組むが，学習が上達
した後学習を持続するためには，統合的動機づけを高
める必要があると考察している。Dörnyei（2009）は，
この統合的指向性に対して認知的動機づけ概念と関連
付けることが難しく，多くの言語学習環境には限定的
な意味しか持ち得ないと主張し , 新たなモデルへと発
展しようとしており，今後の研究でさらに多角的な研
究がなされていくと考えられる。
　その一方で，Sakuragi（2006）は，合衆国の大学生
を対象とし外国語学習に対する態度と異文化に対する
態度との関係について研究している。その結果，外国
語学習に対する態度が世界精神性（異文化に対する情
動的水準を表すもの）と社会的距離（異文化に対する
働きかけ（行動的）水準）とを表すものとに関係があ
ることを見出している。しかし，この傾向は言語間に
差が見られ，中国語や日本語，スペイン語に対する態
度は世界精神性及び社会的距離と関連している（相関
係数が .20～.24）が，フランス語に対する態度は社会
的距離と関係がない（相関係数が .10）ことが見出さ
れている。さらに，この社会的距離は統合的態度と関
係があることが見出されている。フランス語は，合衆
国の大学の一般教養科目としての地位が確立してお
り，一般的な異文化に対する態度とは無関係であるこ
とが見出されている。このことから，日本の外国語教
育における英語は，合衆国の外国語教育におけるフラ
ンス語と同様の位置にあると考えられよう。このこと
について Sakuragi（2008）は，日本人大学生を対象
とし中国語・英語・韓国語・スペイン語の学習態度と
一般的社会的距離との間の相関係数を調べ，中国語・
韓国語・スペイン語については .24～.27で５％水準の
有意差があったが，英語については .5で有意差が見ら
れなかったことを明らかにしている。この結果は，中
国語・韓国語・スペイン語の学習態度が積極的である
と外国人を受け入れる傾向が高いが，英語の学習態度
が積極的であっても外国人を受け入れる傾向が高いと
は言えないことを意味している。
　ところで，英語学習に対する動機づけを考えていく
視点の１つとして，Deci & Ryan（1985），Ryan & 
Deci（2000）は，自己決定の程度の差によって外発的
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動機付けを分類し，全く自己決定をしていない動機の
ない状態を示す「無動機」，外的圧力などによる動機
づけを示す「外的調整」，自己価値を維持するなど自
尊心に関連している動機づけを示す「取り入れ的調
整」，外発的動機付けではあるがかなり自己決定の高
い動機づけを示す「同一視的調整」，楽しさや喜びを
生む動機づけを示す「内発的動機付け」の５段階に分
類した動機づけの見方がある。縫部・狩野・伊藤
（1995）は，統合的動機づけと道具的動機づけとは外
発的動機づけに含まれると論述している。また，加藤
（2008）は，統制はなされていないが，英語を必須と
する職業に就いている社会人の方が一般の大学生より
も内発的動機づけと外発的動機づけの両者とも高い傾
向にあることを見出している。
　それでは，一般的な小学生や中学生，高校生が感じ
ている異文化理解や異文化コミュニケーションへの指
向性は，実際学習者の動機づけにどのように関与して
いるのであろうか。
　ここで考えておかなければならないこととして，２
つの点がある。１つは，通常の学校教育における外国
語（英語）科の授業では，珍しい文化の紹介といった
レベルの授業が行われていることが多く，国際社会が
抱える諸問題を討議したり，自文化と異文化とを分
析・比較したりして，異文化を受容する態度を育むよ
うな授業が行われているとは言えないことである（川村，
2000）。もう１つは，実際，塩澤や鍋倉らが定義して
いる狭義的な意味での異文化理解や異文化コミュニー
ションは，通常の外国語（英語）科の授業の中で実践
することが難しいだけではなく，学習指導要領におけ
る目的として掲げられているとは言えないと考えられ
ることである。
　そのため一般的な小学生や中学生，高校生が有して
いる異文化理解指向性と異文化コミュニケーション指
向性が，動機づけとどのような関連を持っているのかを
調べることにより，学校教育で一般的に取り扱われてい
る異文化理解や異文化コミュニケーションの授業に対
する示唆をより多く得ることができると考えられる。
　さらにまた，日本の英語教育では，日本人の英会話
の能力が低い原因として，教育の方法よりも英会話能
力の必要性の無さが指摘されてきた（島田，1991）。
こうした状況に対して，1998年告知の学習指導要領で
外国語（英語）が必修化され，実践的コミュニケーショ
ン能力という言葉を用いて英文和訳や和文英訳が主流
英語教育に対する改善への一歩を踏み出すための努力
がなされた（新里，1999）と言え，今回の学習指導要
領の改訂では，中学校では語彙数が増え，既習事項を
反復して学習し学習内容の定着を図り，語彙・文法を

実践的に使用させて，さらにコミュニケーション能力
を含めた英語力全体を向上させようとする強い思いを
感じることができる。
　こうした現状の中で，広義的意味での異文化理解や
異文化コミュニケーションへの指向性が，学習者の外
国語（英語）学習への動機づけにどのような影響を持っ
ており，またどのようなメカニズムを持っているのか
明らかにしている研究は見当たらない。

２　目 的

　学習者は，広義的意味での異文化理解や異文化コ
ミュニケーションへの指向性を，どの程度有している
のであろうか。また，こうした指向性は，本当に今日
の学習にとって英語学習の動機づけに関与する要因と
なっているのであろうか。こうした疑問を踏まえ，本
研究の目的を次の２点とした。第１に，中学校学習指
導要領解説外国語編・英語編の目標の中で述べられて
いた２つの要素（「言語や文化に対する理解」と「積
極的にコミュニケーションを図ろうとする態度」）に
関する測定尺度を構成することとした。第２に，これ
らの２つの要素が英語学習における自己決定理論の動
機づけ（内発的動機付け，同一視的調整，取り入れ的
調整，外的調整，無気力）とどのような関係にあるの
かを探求することとした。

３　方　法

（１）質問紙
　中学校学習指導要領解説外国語編・英語編において
言及されている内容に即しており，しかも小学生でも
回答できる項目となるように，異文化理解指向性と異
文化コミュニケーション指向性の２つの測定尺度を構
成することを目指した。また，自己決定理論に基づく
先行研究（Deci & Ryan, 1985; Vallerand, Pelletier, 
Blais, Brière, Senécal, Vallières, 1992；廣森，2006）を
基にして，小学校高学年でも回答できる項目に改良し，
英語学習（外国語活動）に関する内発的動機付け，外
発的動機付け，無気力の測定尺度を作成することを目
指した。
（２）被験者
　Ａ県Ｂ中学校１年生125人を対象にして，質問紙に
よる調査を行った。
（３）分　析
①分析１　　異文化理解指向性と異文化コミュニケー
ション指向性に関する質問項目を作成し，５件法（「あ
てはまる」が５点）で被験者に評価してもらった。各
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項目について，評価ごとの人数を集計し，平均と標準
偏差を算出した。
②分析２　　異文化理解指向性と異文化コミュニケー
ション指向性に関する項目間の相関係数を算出し，共
通性を SMCで推定して因子分析を行い，異文化理解
指向性と異文化コミュニケーション指向性とに関する
測定尺度を構成した。
③分析３　　自己決定理論における動機付け（内発的
動機付け，同一視的調整，取り入れ的調整，外的調整，
無気力）に関する項目間の相関係数を算出し，共通性を
SMCで推定し主因子法による因子分析を行い，直交回
転であるヴァリマックス回転を行った。その結果をもと
に尺度構成を行い，各尺度の平均値と標準偏差値を算出
するともに，信頼性係数であるα係数を算出した。
④分析４　　異文化理解指向性尺度と異文化コミュニ
ケーション指向性尺度と自己決定理論の動機づけ尺度
について，各尺度間の単相関係数と偏相関係数を算出
した。また，異文化理解指向性尺度と異文化コミュニ
ケーション指向性尺度を目的変数とし，自己決定理論
の動機づけ尺度を説明変数として重回帰分析を行った。

４　結　果

（１）分析１（異文化指向性の内訳人数比）
　異文化理解と異文化コミュニケーションに関する質
問項目ごとに評価別人数を調べて図化したものが
Figure 1である。この図を見れば分かるように，中学

校１年生段階において，英語を使って実際にコミュニ
ケーション活動を行いたいと考えている学習者は約５
割程度であり，２割弱の学習者はそうした活動をした
くないと考えていることが明らかになった。
（２）分析２（異文化関連の尺度構成）
　項目間の相関係数を算出し，共通性を SMCで推定
し，主因子法による因子分析を行った。その結果，相
関係数，固有値の推移，因子構造から１因子構造と推
定した。しかし，本研究では異文化理解と異文化コミュ
ニケーションを区別して検討する必要があったので，
項目内容の意味内容をもとに，異文化理解と異文化コ
ミュニケーションとに分かれるように尺度構成を行っ
た。その結果，各尺度の共通性，因子負荷，尺度名，
各尺度のα係数はTable 1に示す通りであった。また，
固有値のプロットは Figure 2 に示す通りであった。

Figure 1　英語学習における異文化関連の目的の評価割合
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Figure 2　固有値推移のプロット
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これら２つの尺度間の相関係数は .80であり，１因子
構造と推定したことから分かるようにかなり強い相関
関係が見られた。しかし項目内容を読めば分かるよう
に，異文化コミュニケーション指向性尺度と異文化理
解指向性尺度とは，項目内容が異文化に対する知識・
理解の面と異文化とのコミュニケーション活動の面と
の明確な違いがあった。
（３）分析３　先述の通り自己決定理論に基づく動機
づけの尺度に関する先行研究をもとに各尺度３項目か
らなる測定尺度を作成した。なお，各尺度名と項目例，
α係数はTable 2 に示す通りであった。
（４）分析４　異文化指向性の2尺度と自己決定理論の
動機づけ尺度との間の単相関係数と偏相関係数は，
Table 3 に示す通りであった。また，異文化の２尺度
を目的変数とし，自己決定理論の動機づけ尺度を説明
変数として重回帰分析を行った結果は，Table 4 に示
す通りであった。
　この結果から，異文化の２尺度は自己決定理論にお

ける自己決定性が高まるにつれて単相関係数が高く
なっていることが分かった。また，異文化理解指向性
尺度の偏相関係数の結果から，同一視的調整と取り込
み的調整，外的調整がともに偏相関係数がマイナスで
あり，しかも，無気力が .20であり相対的に高い値と
なっていることが分かった。このことから異文化理解
指向性との単相関は，いわゆる見せかけの相関である
ことが推測された。

Table 1　異文化向性の２尺度の項目ごとの平均値，標準偏差値，共通性推定値，因子負荷量，α係数

Table 2　自己決定理論の各尺度の項目例とα係数

Table 3　異文化の２尺度と自己決定理論との相関係数

Table 4　異文化指向性と自己決定理論の関係

（p<.05 : *，p<.01 : **）



藤居　真路

― 158 ―

５　考　察

（１）中学校１年段階の異文化指向性について
　調査の協力をしていただいた中学校１年生は，小学
校５年生と６年生でALTとのTTによるゲーム等で
楽しく英語に接した経験があり , 中学校に入学してか
らも興味関心を高めるために工夫されたコミュニケー
ション活動等を受けてきている。それにもかかわらず，
実際に英語を使って外国の人たちと話したいかどうか
という設問に対して，中学校１年生段階において肯定
的な回答している学習者は全体の半数程度であり，否
定的な回答をしている学習者は２割程度であった。
　分析１の結果は，英語でコミュニケーションを積極
的に行いたいとは学習者の半数近くが考えていないと
捉えることも可能であり，この視点に立つと，そうし
た環境の中で学習者をコミュニカティブな活動に積極
的に参加させて英語力の向上を図るには，かなりの指
導上の工夫が必要であると考えられる。しかし見方
を変えれば，中学校１年生段階では約半数の学習者
は英語が話せるようになりたいと考えているのであ
り，２～３割の学習者はこのことに肯定的な回答も示
していないが否定的な回答も示してはいない状況であ
る。このことは，肯定的な回答も否定的な回答もして
いない学習者について，英語でのコミュニカティブ指
向性を高めれば，全体の８割近くが英語を使ってコ
ミュニケーションを図りたいと考えている状況を作り
出せる可能性があると考えられる。
（２）異文化指向性と自己決定理論
　自己決定理論の動機づけと異文化指向性（異文化理
解指向性と異文化コミュニケーション指向性）の単相
関係数は，表面上，内発的動機づけから無気力までの
順番で低下し，無気力でマイナスになっている。この
ことから，単相関係数で考えると，社会的な望ましさ
の影響もあるであろうが，異文化指向性は自己決定と
プラスの関係があることが分かる。
　このことから，英語が好きであったり英語が楽しい
と考えていたりする内発的動機づけの高い学習者は，
異文化理解指向性や異文化コミュニケーション指向性
が高い傾向にあると考えられる。他方，内発的動機づ
けが低い学習者は，異文化理解指向性や異文化コミュ
ニケーション指向性も低いと考えられる。そのため，
異文化理解やコミュニケーション活動の学習は，内発
的動機づけの高い学習者にとっては受け入れやすい学
習内容であると言えるが，内発的動機づけの低い学習
者にとっては受け入れにくい学習内容となる傾向があ
ると考えられる。さらに，異文化理解指向性は，偏相
関係数において，無気力にプラスの高い関係があり同

一視的調整との間にマイナスのかなり高い関係がある
と言える。異文化理解指向性の低い学習者の方が，英
語学習に対する無気力が高い傾向があることを意味す
るとともに，受験勉強などに対する本来英語学習への
積極性と関係しているはずの同一視的調整が高くなる
傾向が見られたのである。
　ところで，縫部・狩野・伊藤は，統合的動機づけや
道具的付けを外発的動機づけと分類しており，この分
類は統合的動機づけと道具的動機づけの特徴から妥当
であると考えられる。しかし，今回の研究で構成した
異文化理解指向性と異文化コミュニケーション指向性
は，内発的動機づけとより相関が高い傾向があること
が分かった。そのため，縫部・狩野・伊藤の考え方は，
理論的な解釈であり，実際的には異文化理解指向性や
異文化コミュニケーション指向性は内発的動機づけと
の関連が深いと言えるであろう。
（３）異文化理解指向性と無気力
　重相関分析の結果から，異文化理解指向性は内発的
動機づけと無気力とに有意なプラスの関係があること
が見出された。このことは，先ほど指摘したように，
異文化理解の指向性を高めても必ずしも英語学習の動
機づけを高めることに役立つとは限らず，却って英語
学習へのやる気をなくす学習者がいることが明らかに
されたのである。
　このことについては，いくつかの解釈が可能であ
る。第１に，学校の異文化理解教育の影響が原因であ
ると考えることができる。異文化理解教育や国際理解
教育は，八島らの研究によって英語学習への動機づけ
を高める働きがあることが実証的に明らかにされてい
る。こうした研究では，実際日々の生活や授業の中で
異文化理解の体験が前提としてあり，日本の一般的な
学校における長期にわたる実際的な交流を伴わない異
文化理解の授業とは質的に異なっている。このことか
ら，一般的に総合的な学習等で行われている異文化理
解に対する授業は，もともと英語に対する内発的動機
づけが高かった学習者には英語学習への意欲を高める
要因として働くことがあると考えられるが，一部の学
習者たちにとっては英語学習へのやる気を無くさせて
しまったり，受験勉強などに取り組む動機づけの１つ
である同一視的調整さえも低下させてしまったりして
いる可能性があると考えられる。
　第２に，学習者の英語の授業内容に対する期待と英
語の授業内容の差による影響が原因であると考えるこ
とができる。今回の結果は，少なくとも中学校１年生
については，異文化理解指向性を高めている要因に
よって英語学習への無気力が高まっていると考えるこ
とできるのである。重回帰分析と偏相関係数の結果か
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ら，無気力と内発的動機づけとの間にプラスの関係が
あり，このことだけを捉えると，異文化理解指向性を
もった学習者にとっては，授業の中で異文化理解に関
する内容を十分に取り扱っておらず，学習者の授業に
対する期待に応えるものとなっていないために，英語
学習へのやる気が低下している可能性が考えられる。
しかし，この解釈では，異文化理解指向性と同一視的
調整との間に ‒.17の偏相関が見られたことの説明が難
しく，その他の要因が関与している可能性が高いと考
えることができるであろう。
（４）選択科目としての英語
　外国語学習に対する態度と異文化に対する態度との
関係について，Sakuragi（2006，2008）は，大学であ
れば一般教養の伝統的な外国語科目としての位置づけ
があることが原因となって，その外国語の学習態度と
外国人の受け入れに対する態度が影響されていること
を明らかにしている。また，日本の英語学習は道具的
動機づけによる学習要因が高まり，英語への学習態度
が外国人に対する受け入れの傾向と無関係となってい
ると解釈がなされている。
　しかし，本研究によって，中学校１年生については，
異文化理解指向性は英語への学習態度と無関係とは言
えないことが分かった。つまり，自己決定理論の枠組
みにおいては，異文化指向性（異文化理解指向性と異
文化コミュニケーション指向性）が高いと英語の学習
への内発的動機づけが高い傾向が見られたが，その一
方で，偏相関及び重相関分析の結果から，異文化理解
指向性が高いと英語学習に対する無気力が高まる傾向
も見られているのである。この傾向は，英語が学校教
育における外国語教育としての地位が確立しているこ
とが原因となって生じていると解釈することは難しい
と言えるであろう。その理由は，日本の中学校教育で
は，英語が外国語教育として学習する科目として選択
される地位が確立しており，異文化指向性と内発的動
機づけとの間にプラスの関係が見られたからである。
この問題については，教育条件，年齢等さまざまな要
因が関与しており，今後検討をしていく必要がある。
（５）英語教育の自己正当化と異文化理解
　ここで，日本の英語教育に関する一つの見方として，
外国語教育における言語の選択の問題から，吉武
（2006）は，世界共通語としての英語教育の自己正当
化のプロセスの存在について言及している。これは，
日本の英語教育は，英語教育という装置によって英語
を国際共通語として選択させ，英語を国際共通語であ
ることを正当化する教育が行われ，その役割を果たす
メディアとしての機能があるとする考え方である。そ
の一方で，異文化理解教育や国際理解教育では，英語

や英語圏以外の言語や文化を取り上げることが少なく
ない。そのため，異文化理解教育や国際理解教育が学
校教育で行われると，吉武の主張する世界共通語とし
ての英語教育の正当化のプロセスが否定される教育が
行われることになる場合があることが予測されるので
ある。このことから，本研究結果について，異文化理
解教育や国際理解教育によって，異文化理解指向性が
高められると，英語学習への無気力を高めることがあ
ることを示唆していると解釈することも可能である。
（６）異文化理解と動機づけの関係
　八島（2001）の分析では，国際指向性と無気力との
関係について検討していないが，共分散構造分析が用
いられ，国際指向性→英語学習意欲→英語力にパスが
仮定され，モデルの適合性が検証されている。この国
際指向性の下位尺度として，異文化友好オリエンテー
ション，国際的職業・活動への関心，異文化接近・回
避傾向があり，統合的動機づけだけではなく職業等の
道具的動機づけも含んでいるため，英語学習意欲とか
なり高い因果係数となっている。しかし本研究の結果
から明らかになったように，異文化指向性のメカニズ
ムはさらに複雑な要因が関与している可能性があると
言えよう。

６　教育的示唆

　学習指導要領には，学習者の実態に即して授業の工
夫を行うことが述べられているが，現場の多くの教師
は，授業の中でコミュニケーション活動を積極的に取
り入れる努力をしている。また，オール・イングリッ
シュの提言がなされ，通常のクラスルーム・イング
リッシュを超えてオール・イングリッシュとするよう
に真剣に取り組んだ英語の教員は少なくないはずであ
る。しかし，本研究の結果は，このような努力が，学
習者の指向性や英語力の面で実態に必ずしも即したも
のにならないために，現場の教師がなかなか効果的な
授業を行えない状況に追い込まれてしまう危険性を孕
んでいることを裏付けるための資料の１つになったと
も言えよう。中学校で１年間を経た段階で異文化コ
ミュニケーションの指向性はかなり低くなり，半数程
度が肯定的回答を持っているに過ぎず，２割弱の学習
者は否定的回答を持っている現実がある。
　全人教育の観点から改善を考えると，他教科におい
て日本語の指示や教授であっても聞き取れない学習者
がいる中で，英語による説明や会話を定着させること
は難しい学級もあろうが，英語が不得意な学習者への
配慮をした英語学習を行うことを通して，全ての学習
者が理解できる英語を学習者に数多く触れさせること



藤居　真路

― 160 ―

ができると考えることも可能である。こうした環境で
は，難易度を適したものにすることは難しいであろう
が，基本的にKrashen（1985）が提唱したインプット理
論に適合させることができる可能性があり，非明示的な
学習（Ellis, Loewen, Elder, Erlam, Philp, & Reinders, 
2009）の機会を増やす可能性もあり，英語を使える学
習者の育成に向けた歩みへの機会として捉えることが
できる。
　また，この状況を少しでも改善するためには，英
語の母語話者が話している英語が聞き取れたり，実
際に英語が通じたりした喜びを実体験させる機会を
増やして，内発的動機づけが高まるように努力する
ことが必要である。と同時に，動機づけの観点から
考えると，人間の行動は内発的動機づけだけではな
く外発的動機づけによっても英語学習活動を行うも
のであり，学習者の価値観等への働き掛けを行い外
発的動機づけを高める取り組みも可能である。学習
者の英語力の伸長を図るためには，授業の工夫はも
ちろんのこと，学習者の情意面に対してより一層取
り組む必要がある。例えば，すでに英語でのコミュ
ニケーション活動をしたくないと考えるようになっ
ている学習者には，英語運用能力が高まるとどのよ
うな実際的な価値があり将来的な有用性があるのか
について十分に認識させ，外発的動機づけを高める
ことも必要であると考えられる。
　そのことを実現させるためには，外国語科（英語）
の授業における教材開発や内容の工夫だけではなく，
総合的な学習を含めたシラバスの工夫など，総合的な
対策が必要であると考えられる。具体的には，総合的
な学習や特別活動などを通して，外国人と外国語（英
語）でコミュニケーション活動を行うことが，学習者
自身にとってどのような価値があり，将来の人生にお
いて直接的な影響を与え得るのか具体的に説明し考え
させて理解させておく必要があると考えられる。
　外国語教育（英語）が義務化され，コメニウスが「す
べての人にすべての事柄を」を実践するために，青年
期（12～18歳）の学校では「学ぶための目的意識を明
確化」させる指導が必要であると指摘している（井ノ口，
1998；藤田［編］，1991）が，この趣旨を踏まえた実
践的指導法がさらに開発されれば日本の外国語（英語）
教育はさらに発展するものと考えられる。
　さらに異文化コミュニケーション指向性は内発的動
機づけと同一視的調整との間で単相関係数が高く，取
り入れ的調整や外的調整との間でも単相関係数が正で
あり，しかも，偏相関係数については内発的動機づけ
と同一視的動機づけ，外的調整との間がプラスであり，
無気力とはマイナスになっている。他方，異文化理解

指向性は偏相関係数が無気力とプラスの関係があり，
また同一視的調整とマイナスの関係があることが分
かっている。このことから，通常の学校で行われてい
る異文化理解教育や国際理解教育の場合，内発的動機
づけの高い学習者に対しては英語学習への動機づけを
高めることができる可能性があるが，それ以外の学習
者については無気力にさせたり受験勉強などで英語学
習に取り組もうとする気持ちを低下させたりする可能
性が考えられ，教育計画の際には，このことを配慮に
入れて実施方法を工夫する必要があると言える。また，
今回の結果から，動機づけの問題を回避する方法とし
て，異文化理解指向性よりも異文化コミュニケーショ
ン指向性を重視することが考えられる。国際理解や異
文化理解では，その原点として実際に生きている人た
ちとの出会いの中で互いの感性が触れ合うことが大切
である。人と人とのコミュニケーションの基本を大切
にすることによって，異文化理解はさらに発展すると
も言えよう。
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